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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢと第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢとを含む異種ネットワ
ークにおいてワイヤレス通信のための装置が実行するワイヤレス通信の方法であって、
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢと前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢとにより送信
される各サブフレームは制御情報を伝送するための制御領域とデータを伝送するための領
域とを含み、
　非変更のパワースペクトル密度（ＰＳＤ）を使用する前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅ
Ｂのサブフレームにおける前記制御領域での制御情報の第１のインスタンスの送信が前記
第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームにおける前記制御領域での制御情報の第２
のインスタンスの送信への閾値を上回る干渉をもたらすことを決定することと、
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの前記制御領域の一部分のため
の前記ＰＳＤを変更することと、
　制御情報の前記第１のインスタンスの前記一部分のための前記変更されたＰＳＤを使用
して、前記制御領域の間に制御情報の前記第１のインスタンスを送信することと、
　を備えるワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームはマルチキャスト放送単一周波
数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであり、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢ
の前記サブフレームが非ＭＢＳＦＮサブフレームである請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記変更することは、前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの前記制
御領域の前記一部分のための前記ＰＳＤを低減することをさらに備える請求項１に記載の
方法。
【請求項４】
　前記一部分のための前記ＰＳＤを前記低減することは、
　前記制御領域の間に送信に予定された１つまたは複数のチャネルのための前記ＰＳＤを
低減することを備え、前記１つまたは複数のチャネルは、共通基準信号（ＣＲＳ）、物理
制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ハイブリッドＡＲＱイン
ジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、または物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）
のうちの少なくとも１つを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記一部分のための前記ＰＳＤを前記低減することは、
　前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームへの干渉をもたらす前記第１の
電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレーム以外のサブフレームでの制御チャネル情報の
送信を予定すること
　をさらに備える請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　複数のサブフレームのうちのどの１つまたは複数が前記変更されたＰＳＤを使用して送
信されるかを示すメッセージを送信すること、をさらに備え、前記メッセージは、前記第
２の電力クラスｅＮｏｄｅＢと、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢによってサービス提
供される１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）とのうちの少なくとも１つに送信される
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　１つまたは複数の他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢからの送信が前記第２の電力クラ
スｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームにおける前記制御領域での制御情報の前記第２のイン
スタンスの前記送信への前記閾値を上回る干渉をもたらすことを決定することと、
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの間に、前記１つまたは複数の
他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのうちの少なくとも１つに対応するサブフレームの送
信の前記ＰＳＤを変更させることと、
　をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記１つまたは複数の他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのうちの前記少なくとも１つ
は、前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢによって使用されるものとは異なるＰＳＤ変更値
を使用して前記対応するサブフレームの前記ＰＳＤを変更する請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＰＳＤを前記変更することは、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレ
ームの前記制御領域の前記一部分のための前記ＰＳＤを増加させることをさらに含む請求
項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢはマクロセルであり、前記第２の電力クラスｅＮｏ
ｄｅＢはピコセルである請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢはフェムトセルであり、前記第２の電力クラスｅＮ
ｏｄｅＢはピコセルまたはマクロセルのいずれかである請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢと第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢとを含む異種ネットワ
ークにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢと前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢとにより送信
される各サブフレームは制御情報を伝送するための制御領域とデータを伝送するための領
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域とを含み、
　非変更のパワースペクトル密度（ＰＳＤ）を使用する前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅ
Ｂのサブフレームにおける前記制御領域での制御情報の第１のインスタンスの送信が前記
第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームにおける前記制御領域での制御情報の第２
のインスタンスの送信への閾値を上回る干渉をもたらすことを決定するための手段と、
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの前記制御領域の一部分のため
の前記ＰＳＤを変更するための手段と、
　制御情報の前記第１のインスタンスの前記一部分のための前記変更されたＰＳＤを使用
して、前記制御領域の間に制御情報の前記第１のインスタンスを送信するための手段と、
　を備えるワイヤレス通信のための装置。
【請求項１３】
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームはマルチキャスト放送単一周波
数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであり、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢ
の前記サブフレームは非ＭＢＳＦＮサブフレームである請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　変更するための前記手段は、前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの
前記制御領域の前記一部分のための前記ＰＳＤを低減するための手段をさらに備える請求
項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記一部分のための前記ＰＳＤを低減するための前記手段は、
　前記制御領域の間に送信に予定された１つまたは複数のチャネルのための前記ＰＳＤを
低減するための手段をさらに備え、前記１つまたは複数のチャネルは、共通基準信号（Ｃ
ＲＳ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ハイブリッ
ドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、または物理ダウンリンク制御チャネル（
ＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つを備える、
　請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記一部分のための前記ＰＳＤを低減するための前記手段は、
　前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームへの干渉をもたらす前記第１の
電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレーム以外のサブフレームでの制御チャネル情報の
送信を予定するための手段
　をさらに備える請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　複数のサブフレームのうちのどの１つまたは複数が前記変更されたＰＳＤを使用して送
信されるかを示すメッセージを送信するための手段をさらに備え、前記メッセージは、前
記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢと、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢによってサービ
ス提供される１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）とのうちの少なくとも１つに送信され
る、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１８】
　１つまたは複数の他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢからの送信が前記第２の電力クラ
スｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームにおける前記制御領域での制御情報の前記第２のイン
スタンスの前記送信への前記閾値を上回る干渉をもたらすことを決定するための手段と、
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの間に、前記１つまたは複数の
他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのうちの少なくとも１つに対応するサブフレームの送
信の前記ＰＳＤを変更させるための手段と
　をさらに備える請求項１２に記載の装置。
【請求項１９】
　前記１つまたは複数の他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのうちの前記少なくとも１つ
は、前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢによって使用されるものとは異なるＰＳＤ変更値
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を使用して前記対応するサブフレームの前記ＰＳＤを変更する請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ＰＳＤを変更するための前記手段は、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サ
ブフレームの前記制御領域の前記一部分のための前記ＰＳＤを増加させるための手段をさ
らに備える請求項１２に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢはマクロセルであり、前記第２の電力クラスｅＮｏ
ｄｅＢはピコセルである請求項１２に記載の装置。
【請求項２２】
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢはフェムトセルであり、前記第２の電力クラスｅＮ
ｏｄｅＢはピコセルまたはマクロセルのいずれかである請求項１２に記載の装置。
【請求項２３】
　コンピュータを、第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢと第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢとを
含む異種ネットワークにおけるワイヤレス通信のための装置として機能させるコンピュー
タプログラムであって、
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢと前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢとにより送信
される各サブフレームは制御情報を伝送するための制御領域とデータを伝送するための領
域とを含み、
　前記コンピュータプログラムは、前記コンピュータに、
　非変更のパワースペクトル密度（ＰＳＤ）を使用する前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅ
Ｂのサブフレームにおける前記制御領域での制御情報の第１のインスタンスの送信が前記
第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームにおける前記制御領域での制御情報の第２
のインスタンスの送信への閾値を上回る干渉をもたらすことを決定させ、
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの前記制御領域の一部分のため
の前記ＰＳＤを変更させ、
　制御情報の前記第１のインスタンスの前記一部分のための前記変更されたＰＳＤを使用
して、前記制御領域の間に制御情報の前記第１のインスタンスを送信させる
　コードを備えるコンピュータプログラム。
【請求項２４】
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームはマルチキャスト放送単一周波
数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであり、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢ
の前記サブフレームは非ＭＢＳＦＮサブフレームである請求項２３に記載のコンピュータ
プログラム。
【請求項２５】
　前記コンピュータに、前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの前記制
御領域の前記一部分のための前記ＰＳＤを低減させるコードをさらに備える請求項２３に
記載のコンピュータプログラム。
【請求項２６】
　前記コンピュータに、前記制御領域の間に送信に予定された１つまたは複数のチャネル
のための前記ＰＳＤを低減させるコードをさらに備え、前記１つまたは複数のチャネルは
、共通基準信号（ＣＲＳ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ
）、物理ハイブリッドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、または物理ダウンリ
ンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つを備える請求項２５に記載のコ
ンピュータプログラム。
【請求項２７】
　前記コンピュータに、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームへの干渉
をもたらす前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレーム以外のサブフレームの
制御チャネル情報の送信を予定させるコードをさらに備える
　請求項２５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２８】
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　前記コンピュータに、複数のサブフレームのうちのどの１つまたは複数が前記変更され
たＰＳＤを使用して送信されるかを示すメッセージを送信させるコードをさらに備え、前
記メッセージは、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢと、前記第２の電力クラスｅＮｏｄ
ｅＢによってサービス提供される１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）とのうちの少なく
とも１つに送信される、請求項２３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２９】
　前記コンピュータに、
　１つまたは複数の他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢからの送信が前記第２の電力クラ
スｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームにおける前記制御領域での制御情報の前記第２のイン
スタンスの前記送信への前記閾値を上回る干渉をもたらすことを決定させるコードと、
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの間に、前記１つまたは複数の
他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのうちの少なくとも１つに対応するサブフレームの送
信の前記ＰＳＤを変更させるコードと、
　をさらに備える請求項２３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項３０】
　前記１つまたは複数の他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのうちの前記少なくとも１つ
は、前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢによって使用されるものとは異なるＰＳＤ変更値
を使用して前記対応するサブフレームの前記ＰＳＤを変更する請求項２９に記載のコンピ
ュータプログラム。
【請求項３１】
　前記コンピュータに、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの前記制
御領域の前記一部分のための前記ＰＳＤを増加させるコードをさらに備える請求項２３に
記載のコンピュータプログラム。
【請求項３２】
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢはマクロセルであり、前記第２の電力クラスｅＮｏ
ｄｅＢはピコセルである請求項２３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項３３】
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢはフェムトセルであり、前記第２の電力クラスｅＮ
ｏｄｅＢはピコセルまたはマクロセルのいずれかである請求項２３に記載のコンピュータ
プログラム。
【請求項３４】
　第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢと第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢとを含む異種ネットワ
ークにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢと前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢとにより送信
される各サブフレームは制御情報を伝送するための制御領域とデータを伝送するための領
域とを含み、
　非変更のパワースペクトル密度（ＰＳＤ）を使用する前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅ
Ｂのサブフレームにおける前記制御領域での制御情報の第１のインスタンスの送信が前記
第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームにおける前記制御領域での制御情報の第２
のインスタンスの送信への閾値を上回る干渉をもたらすことを決定し、
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの前記制御領域の一部分のため
のＰＳＤを変更し、
　制御情報の前記第１のインスタンスの前記一部分のための前記変更されたＰＳＤを使用
して、前記制御領域の間に制御情報の前記第１のインスタンスを送信する
　ように構成された処理システム
　を備えるワイヤレス通信のための装置。
【請求項３５】
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームはマルチキャスト放送単一周波
数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであり、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢ
の前記サブフレームは非ＭＢＳＦＮサブフレームである請求項３４に記載の装置。
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【請求項３６】
　前記処理システムは、前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの前記制
御領域の前記一部分のための前記ＰＳＤを低減するようにさらに構成されている請求項３
４に記載の装置。
【請求項３７】
　前記処理システムは、
　前記制御領域の間に送信に予定された１つまたは複数のチャネルのための前記ＰＳＤを
低減するようにさらに構成され、前記１つまたは複数のチャネルは、共通基準信号（ＣＲ
Ｓ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ハイブリッド
ＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、または物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐ
ＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つを備える
　請求項３６に記載の装置。
【請求項３８】
　前記処理システムは、
　前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームへの干渉をもたらす前記第１の
電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレーム以外のサブフレームでの制御チャネル情報の
送信を予定するようにさらに構成される
　請求項３６に記載の装置。
【請求項３９】
　前記処理システムは、
　複数のサブフレームのうちのどの１つまたは複数が前記変更されたＰＳＤを使用して送
信されるかを示すメッセージを送信するようにさらに構成され、前記メッセージは、前記
第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢと、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢによってサービス
提供される１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）とのうちの少なくとも１つに送信される
　請求項３４に記載の装置。
【請求項４０】
　前記処理システムは、
　１つまたは複数の他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢからの送信が前記第２の電力クラ
スｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームにおける前記制御領域での制御情報の前記第２のイン
スタンスの前記送信への前記閾値を上回る干渉をもたらすことを決定し、
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの間に、前記１つまたは複数の
他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのうちの少なくとも１つに対応するサブフレームの送
信の前記ＰＳＤを変更させる
　ようにさらに構成されている請求項３４に記載の装置。
【請求項４１】
　前記１つまたは複数の他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのうちの前記少なくとも１つ
は、前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢによって使用されるものとは異なるＰＳＤ変更値
を使用して前記対応するサブフレームの前記ＰＳＤを変更する請求項４０に記載の装置。
【請求項４２】
　前記ＰＳＤを変更するために、前記処理システムは、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅ
Ｂの前記サブフレームの前記制御領域の前記一部分のための前記ＰＳＤを増加させるよう
に構成されている請求項３４に記載の装置。
【請求項４３】
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢはマクロセルであり、前記第２の電力クラスｅＮｏ
ｄｅＢはピコセルである請求項３４に記載の装置。
【請求項４４】
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢはフェムトセルであり、前記第２の電力クラスｅＮ
ｏｄｅＢはピコセルまたはマクロセルのいずれかである請求項３４に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　[関連出願の相互参照]
　本出願は、参照によりその全部が本明細書に明示的に組み込まれる、２００９年６月１
９日に出願された「SYSTEMS AND METHODS OF SUBFRAME DEPENDENT DL POWER MANAGEMENT 
IN LTE/LTE-A HETEROGENEOUS NETWORKS」という名称の米国仮特許出願第６１／２１８，
８２９号の利益を要求する。
【０００２】
　[分野]
　本開示は、一般に通信システムに関し、詳細には、異種ワイヤレス通信ネットワークに
おけるダウンリンク（ＤＬ）電力の管理に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[背景]
　電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブロードキャストなど、様々な通信サ
ービスを提供するために、ワイヤレス通信システムが広く配置されている。通常のワイヤ
レス通信システムは、使用可能なシステムリソース（帯域幅、送信電力など）を共有する
ことによって、複数のユーザとの通信をサポートすることができる多元接続技術を使用す
ることができる。こうした多元接続技術の例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システ
ム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、
直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続
（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）
システムなどがある。
【０００４】
　これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが地方、国、地域、およびさらに
はグローバルレベルで通信することができる共通プロトコルを提供するために、様々な通
信標準において採用されている。台頭する通信標準の一例は、Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖ
ｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、第3世代パートナーシップ・プロジェクト
（Third Generation Partnership Project；３ＧＰＰ）によって普及したＵＭＴＳ（Univ
ersal Mobile Telecommunications System）モバイル標準に対する１組の強化である。こ
れは、スペクトル効率を向上させることによってモバイルブロードバンドインターネット
アクセスをよりよくサポートし、コストを低減し、サービスを向上させ、新しいスペクト
ルを使用し、ＤＬにおけるＯＦＤＭＡ、アップリンク（ＵＬ）におけるＳＣ－ＦＤＭＡ、
および多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用する他のオープン標準とよりよく統
合するように設計されている。しかし、モバイルブロードバンドアクセスの要求が増加し
続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改良が必要である。好ましくは、こうした改良が
これらの技術を使用する他の多元接続技術および通信標準に適用できなければならない。
【発明の概要】
【０００５】
　以下は、こうした態様を基本的に理解できるようにするために、１つまたは複数の態様
の簡単な概要を示す。この概要は、企図されたすべての態様の広範な概要ではなく、また
、すべての態様の鍵となるまたは重要な要素を識別するためのものではなく、任意のまた
はすべての態様の範囲を画定するためのものでもない。唯一の目的は、後述するより詳細
な説明の前置きとして、１つまたは複数の態様の一部の概念を簡略化した形で提示するた
めのものである。
【０００６】
　１つまたは複数の態様およびその対応する開示によれば、様々な態様が、異種ネットワ
ークにおけるＤＬ電力管理との関連で記載されている。この方法は、非変更の（non-modi
fied）パワースペクトル密度（ＰＳＤ;power spectral density）を使用した第１の電力
クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームにおける第１の制御領域での制御情報の第１のインス
タンス(instance)の送信が第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームにおける第２の
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制御領域での制御情報の第２のインスタンスの送信への閾値を上回る干渉をもたらすこと
を決定することと、第１の電力クラスまたは第２の電力クラスのｅＮｏｄｅＢのうちの少
なくとも一方のサブフレームのうちの少なくとも１つの第１または第２の制御領域のうち
の少なくとも一方の一部分のためのＰＳＤを変更することと、制御情報の第１のインスタ
ンスの一部分のための変更されたＰＳＤを使用して、制御領域の間に制御情報の第１のイ
ンスタンスを送信することとを含み得る。
【０００７】
　さらに別の態様は、装置に関する。この装置は、非変更のパワースペクトル密度（ＰＳ
Ｄ）を使用した第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームにおける第１の制御領域で
の制御情報の第１のインスタンスの送信が第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレーム
における第２の制御領域での制御情報の第２のインスタンスの送信への閾値を上回る干渉
をもたらすことを決定するための手段と、第１の電力クラスまたは第２の電力クラスのｅ
ＮｏｄｅＢのうちの少なくとも一方のサブフレームのうちの少なくとも１つの第１または
第２の制御領域のうちの少なくとも一方の一部分のためのＰＳＤを変更するための手段と
、制御情報の第１のインスタンスの一部分のための変更されたＰＳＤを使用して、制御領
域の間に制御情報の第１のインスタンスを送信するための手段とを含み得る。
【０００８】
　さらに別の態様は、コンピュータ可読媒体を含むコンピュータプログラム製品に関する
。コンピュータ可読媒体は、非変更のＰＳＤを使用した第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの
サブフレームにおける第１の制御領域での制御情報の第１のインスタンスの送信が第２の
電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームにおける第２の制御領域での制御情報の第２のイ
ンスタンスの送信への閾値を上回る干渉をもたらすことを決定し、第１の電力クラスまた
は第２の電力クラスのｅＮｏｄｅＢのうちの少なくとも一方のサブフレームのうちの少な
くとも１つの第１または第２の制御領域のうちの少なくとも一方の一部分のためのＰＳＤ
を変更し、制御情報の第１のインスタンスの一部分のための変更されたＰＳＤを使用して
、制御領域の間に制御情報の第１のインスタンスを送信するためのコードを含み得る。
【０００９】
　別の態様は、ワイヤレス通信のための装置に関する。非変更のＰＳＤを使用した第１の
電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームにおける第１の制御領域での制御情報の第１のイ
ンスタンスの送信が第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームにおける第２の制御領
域での制御情報の第２のインスタンスの送信への閾値を上回る干渉をもたらすことを決定
し、第１の電力クラスまたは第２の電力クラスのｅＮｏｄｅＢのうちの少なくとも一方の
サブフレームのうちの少なくとも１つの第１または第２の制御領域のうちの少なくとも一
方の一部分のためのＰＳＤを変更し、制御情報の第１のインスタンスの一部分のための変
更されたＰＳＤを使用して、制御領域の間に制御情報の第１のインスタンスを送信するよ
うに構成された処理システムを含み得る。
【００１０】
　上記および関連の目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以下に十分説明さ
れ、特に特許請求の範囲において指し示される特徴を備える。以下の説明および添付の図
面は、１つまたは複数の態様のいくつかの例示の特徴を詳細に記載する。しかし、これら
の特徴は、様々な態様の原理を使用することができる様々な方法のうちのほんのわずかを
示すにすぎず、この説明は、こうした態様およびその等価物を含むものとする。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】処理システムを使用する装置のハードウェアの実装の一例を示す図。
【図２】ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図３】アクセスネットワークの一例を示す図。
【図４】アクセスネットワークで使用するフレーム構造の一例を示す図。
【図５】ＬＴＥにおけるＵＬのフォーマット例を示す図。
【図６】ユーザプレーンおよびコントロールプレーンの無線プロトコルアーキテクチャの
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一例を示す図。
【図７】アクセスネットワークにおける進化型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す図
。
【図８】アクセスネットワークで使用するＭＢＳＦＮベースのフレームの一例を示す図。
【図９】ワイヤレス通信の方法を示すフローチャート。
【図１０】装置例の機能を示す概念ブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　[詳細な説明]
　添付の図面との関連で以下に述べる詳細な説明は、様々な構成の説明であり、本明細書
において記載されている概念を実施することができる唯一の構成を表すためのものではな
い。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を提供するために、具体的な詳細を含む。し
かし、これらの具体的な詳細なしにこれらの概念を実施することができることは、当業者
には明らかである。いくつかの場合、よく知られている構造および構成要素は、こうした
概念を不明瞭にすることを回避するために、ブロック図形式で示される。
【００１３】
　次に、様々な装置および方法を参照して、通信システムのいくつかの態様を提示する。
これらの装置および方法を、以下の詳細な説明で説明し、様々なブロック、モジュール、
構成要素、回路、ステップ、プロセス、アルゴリズムなど（まとめて「要素」と呼ぶ）に
よって添付の図面に図示する。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、またはその任意の組み合わせを使用して実装することができる。こうした要素が
ハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実装されるかは、特定の用途およ
びシステム全体に課せられる設計の制約によって決まる。
【００１４】
　一例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組み合わせは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」で実施することができる。プロセッサの
例には、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブルロジックデバ
イス（ＰＬＤ）、ステートマシン、ゲートロジック、個別のハードウェア回路、および本
開示の全体にわたって記載されている様々な機能を実行するように構成された他の適した
ハードウェアなどがある。処理システムにおける１つまたは複数のプロセッサは、ソフト
ウェアを実行することができる。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミド
ルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語、または別の方法で呼ばれようと、命
令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプロ
グラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、
ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行可能命令、実行
スレッド、プロシージャ、関数などを意味するように広く解釈されるものとする。ソフト
ウェアは、コンピュータ可読媒体にあってもよい。コンピュータ可読媒体には、一例とし
て、磁気ストレージデバイス（例えば、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディス
ク、磁気ストライプ）、光ディスク（例えば、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタル多
用途ディスク（ＤＶＤ））、スマートカード、フラッシュメモリデバイス（例えば、カー
ド、スティック、キードライブ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み取り専用メ
モリ（ＲＯＭ）、プログラム可能ＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可能ＰＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）
、電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、レジスタ、取外し可能ディスク、搬送波、
伝送線路、およびソフトウェアを格納または送信するための他の任意の適した媒体などが
ある。コンピュータ可読媒体は、処理システム内にあっても処理システム外にあってもよ
く、または処理システムを含む複数のエンティティにわたって分散されていてもよい。コ
ンピュータ可読媒体は、コンピュータプログラム製品で具体化することができる。一例と
して、コンピュータプログラム製品には、実装材料におけるコンピュータ可読媒体がある
。本開示の全体にわたって示される記載された機能をどのように実施するかは、特定の用
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途およびシステム全体に課せられる全体的な設計の制約によって決まることを、当業者で
あれば理解されよう。
【００１５】
　図１は、処理システム１１４を使用する装置１００のハードウェアの実装の一例を示す
概念図である。この例では、処理システム１１４は、一般にバス１０２によって表される
バスアーキテクチャによって実施することができる。バス１０２は、処理システム１１４
の特定の用途および全体的な設計の制約に応じて、任意の数の相互接続するバスおよびブ
リッジを含むことができる。バス１０２は、一般にプロセッサ１０４によって表される１
つまたは複数のプロセッサと、一般にコンピュータ可読媒体１０６によって表されるコン
ピュータ可読媒体とを含む様々な回路を連結する。バス１０２は、タイミングソース、周
辺機器、電圧レギュレータ、および電力管理回路など様々な他の回路を連結することもで
き、これは当分野ではよく知られており、したがって、これ以上説明しない。バスインタ
ーフェース１０８は、バス１０２とトランシーバ１１０との間のインターフェースを提供
する。トランシーバ１１０は、送信媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を
提供する。装置の性質に応じて、ユーザインターフェース１１２（キーパッド、ディスプ
レイ、スピーカ、マイクロフォン、ジョイスティックなど）を設けることもできる。
【００１６】
　プロセッサ１０４は、コンピュータ可読媒体１０６に格納されるソフトウェアの実行を
含めて、バス１０２および一般の処理を管理する役割を果たす。ソフトウェアは、プロセ
ッサ１０４によって実行されると、任意の特定の装置の以下に記載される様々な機能を処
理システム１１４に実行させる。ソフトウェアを実行するとき、プロセッサ１０４によっ
て操作されるデータを格納するために、コンピュータ可読媒体１０６が使用されてもよい
。
【００１７】
　図２は、様々な装置１００（図１を参照）を使用するＬＴＥネットワークアーキテクチ
ャ２００を示す図である。ＬＴＥネットワークアーキテクチャ２００は、進化型パケット
システム（ＥＰＳ）２００と呼ばれ得る。ＥＰＳ２００は、１つまたは複数のユーザ機器
（ＵＥ）２０２、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａ
ｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）２０４、Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ
　Ｃｏｒｅ（ＥＰＣ）２１０、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）２２０、およびオペレータ
のＩＰサービス２２２を含み得る。ＥＰＳは、他のアクセスネットワークと相互接続する
ことができるが、説明を簡単にするため、こうしたエンティティ／インターフェースは示
していない。図示したように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業者であ
ればすぐに理解するように、本開示にわたって提示される様々な概念は、回線交換サービ
スを提供しているネットワークまで拡張することができる。
【００１８】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、進化型ノードＢ（ｅＮｏｄｅＢ）２０６と他のｅＮｏｄｅＢ２０８
とを含む。ｅＮｏｄｅＢ２０６は、ＵＥ２０２に対するユーザプレーンおよびコントロー
ルプレーンのプロトコル終了（protocol termination）を提供する。ｅＮｏｄｅＢ２０６
は、Ｘ２インターフェース（すなわち、バックホール）を介して、他のｅＮｏｄｅＢ２０
８に接続することができる。ｅＮｏｄｅＢ２０６は、当業者によって、基地局、基地トラ
ンシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（
ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）とも呼ばれ、または他の何らかの適した用語で
も呼ばれ得る。ｅＮｏｄｅＢ２０６は、ＵＥ２０２にＥＰＣ２１０へのアクセスポイント
を提供する。ＵＥ２０２の例には、携帯電話、スマートフォン、セッション開始プロトコ
ル（ＳＩＰ）電話、ラップトップ、個人用デジタル補助装置（ＰＤＡ）、衛星ラジオ、全
地球測位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタル音声プレーヤ（
例えば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、または他の任意の類似の機能デバイスな
どがある。ＵＥ２０２は、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入
者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデ
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バイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末
、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、
モバイルクライアント、クライアントとも呼ばれ、または他の何らかの適した用語でも呼
ばれ得る。
【００１９】
　ｅＮｏｄｅＢ２０６は、Ｓ１インターフェースによってＥＰＣ２１０に接続される。Ｅ
ＰＣ２１０には、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）２１２、他のＭＭＥ２１４、サ
ービングゲートウェイ２１６、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェ
イ２１８などがある。ＭＭＥ２１２は、ＵＥ２０２とＥＰＣ２１０との間のシグナリング
を処理する制御ノードである。一般に、ＭＭＥ２１２は、ベアラおよび接続管理を提供す
る。すべてのユーザＩＰパケットは、サービングゲートウェイ２１６を介して転送され、
サービングゲートウェイ自体は、ＰＤＮゲートウェイ２１８に接続される。ＰＤＮゲート
ウェイ２１８は、ＵＥ　ＩＰアドレス割当て、および他の機能を提供する。ＰＤＮゲート
ウェイ２１８は、オペレータのＩＰサービス２２２に接続される。オペレータのＩＰサー
ビス２２２には、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（
ＩＭＳ）、およびＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ）などがある。
【００２０】
　図３は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワークの一例を示
す図である。この例では、異種アクセスネットワーク３００が示されている。こうした態
様では、ネットワーク３００は、いくつかのセルラー領域（セル）３０２に分割される。
１つまたは複数の下部の電力クラスｅＮｏｄｅＢ３０８、３１２は、１つまたは複数のセ
ル３０２と重複するセルラー領域３１０、３１４をそれぞれ有することができる。下部の
電力クラスｅＮｏｄｅＢ３０８、３１２は、フェムトセル（femto cell）（例えば、ホー
ムｅＮｏｄｅＢ（ＨｅＮＢ））、ピコセル（pico cell）、またはマイクロセル（micro c
ell）でもよい。より上位の電力クラスまたはマクロｅＮｏｄｅＢ３０４は、セル３０２
に割り当てられ、ＥＰＣ２１０（図２参照）またはセル３０２におけるすべてのＵＥ３０
６へのアクセスポイントを提供するように構成される。さらに、異なる電力クラスは、異
なる設定を有していてもよい。例えば、マクロｅＮｏｄｅＢ電力クラスは、フェムトｅＮ
ｏｄｅＢ電力クラスとは異なる設定を有していてもよく、フェムトｅＮｏｄｅＢ電力クラ
スは、ピコｅＮｏｄｅＢ電力クラスとは異なる設定でもよい。アクセスネットワーク３０
０のこの例では、集中型コントローラはないが、代替の構成で、集中型コントローラが使
用されてもよい。ｅＮｏｄｅＢ３０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、
スケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ２１６への接続を含め
て、すべての無線関連の機能の役割を果たす。
【００２１】
　一態様例では、異種ネットワークは、従来のセルラー基地局（マクロセル；macro cell
）に加えて、ピコセルや中継セルなど、下部の電力クラスを有する他のタイプのセルが存
在するネットワークを指し得る。電力クラス間の電力差のため、ＵＥがセルによって最も
大きな強さを有するＤＬ信号を提供される場合、ＵＥのうちのごく一部のみがピコ／中継
セル（例えば、カバレッジ内のＵＥ）に関連付けられ得る。増加したマクロセルの負荷分
散およびセル分割ゲインのために、範囲拡張（range expansion）（例えば、ピコセルの
ＤＬ信号強度がマクロセルからのＤＬ信号強度以下であるときのピコセルの使用）が使用
され得る。したがって、サービングピコ／中継セルからのＤＬ信号が干渉するマクロセル
ＤＬ信号（しかし、サービングピコセルＵＬは、依然としてマクロセルより効率的であり
得る）より弱い場合であっても、ＵＥは、ピコ／中継セルによってサービス提供され得る
。本明細書において使用される場合、範囲拡張のためにピコ／中継によってサービス提供
されるＵＥは、範囲拡張ＵＥと呼ばれ得る。範囲拡張ＵＥは、リソース（例えば、時間／
周波数）直交化が使用されないマクロセルからの強いＤＬ干渉を観察することができる。
【００２２】
　アクセスネットワーク３００によって使用される変調および多元接続方式は、配置され
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ている特定の通信標準に応じて変わり得る。ＬＴＥの用途では、周波数分割多重（ＦＤＤ
）と時分割多重（ＴＤＤ）との両方をサポートするために、ＤＬにおいてＯＦＤＭが使用
され、ＵＬにおいてＳＣ－ＦＤＭＡが使用される。当業者であれば以下の詳細な説明から
容易に理解できるように、本明細書において提示される様々な概念は、ＬＴＥの用途に十
分適している。しかし、これらの概念を、他の変調および多元接続技術を使用する他の通
信標準に容易に拡張することができる。一例として、これらの概念は、Ｅｖｏｌｕｔｉｏ
ｎ－Ｄａｔａ　Ｏｐｔｉｍｉｚｅｄ（ＥＶ－ＤＯ）、またはＵｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　
Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）に拡張することができる。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、標
準のＣＤＭＡ２０００ファミリの一部として３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎ
ｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２（３ＧＰＰ２）によって普及したエアインターフェー
ス標準であり、ＣＤＭＡを使用して、モバイル局へのブロードバンドインターネットアク
セスを提供する。これらの概念は、Ｗｉｄｅｂａｎｄ－ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）および
ＣＤＭＡの他の異型、例えばＴＤ－ＳＣＤＭＡなどを使用するＵｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅ
ｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）、ＴＤＭＡを使用するＧｌ
ｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳ
Ｍ（登録商標））、並びにＯＦＤＭＡを使用するＥｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲ
Ａ）、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１
１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、およ
びＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張することもできる。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、
ＬＴＥ、およびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００
およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。実際のワイヤレス通信標
準および使用される多元接続技術は、特定の用途、およびシステムに課せられる全体的な
設計の制約よって決まる。
【００２３】
　ｅＮｏｄｅＢ３０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートしている複数のアンテナを有すること
ができる。ＭＩＭＯ技術の使用によって、ｅＮｏｄｅＢ３０４は、空間ドメインを活用し
て空間多重化、ビームフォーミング、および送信ダイバーシティをサポートすることが可
能になる。
【００２４】
　空間多重化を使用して、同じ周波数で異なるデータのストリームを同時に送信すること
ができる。データストリームは、データレートを向上させるために単一のＵＥ３０６に、
または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ３０６に送信することができ
る。これは、各データストリームを空間プリコードし、次いでＤＬ上の異なる送信アンテ
ナを介して空間プリコードされた各ストリームを送信することによって達成される。空間
プリコードされたデータストリームは、異なる空間シグネチャを有するＵＥ３０６に到着
し、これによってＵＥ３０６のそれぞれは、そのＵＥ３０６向けの１つまたは複数のデー
タストリームを回収することが可能になる。ＵＬにおいて、各ＵＥ３０６は、空間プリコ
ードされたデータストリームを送信し、これによってｅＮｏｄｅＢ３０４は、空間プリコ
ードされた各データストリームのソースを識別することが可能になる。
【００２５】
　一般に、チャネル状態が良好であるとき、空間多重化が使用される。チャネル状態があ
まり良好ではないとき、ビームフォーミングを使用して、１つまたは複数の方向の送信エ
ネルギーを集束することができる。これは、複数のアンテナを介した送信のためにデータ
を空間プリコードすることによって達成することができる。セルの端部において良好なカ
バレッジを達成するために、単一ストリームビームフォーミング送信を、送信ダイバーシ
ティとの組み合わせで使用することができる。
【００２６】
　以下の詳細な説明において、アクセスネットワークの様々な態様について、ＤＬにおけ
るＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムを参照して説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭ
シンボル内のいくつかのサブキャリアにおいてデータを変調するスペクトラム拡散技術で
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ある。サブキャリアは、正確な周波数の間隔をあけて配置される。間隔は、受信機がサブ
キャリアからデータを回収することができる「直交化」を提供する。時間ドメインにおい
て、ガードインターバル（例えば、サイクリックプリフィックス）は、ＯＦＤＭシンボル
間干渉と闘うために、各ＯＦＤＭシンボルに追加することができる。ＵＬは、ＳＣ－ＦＤ
ＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形で使用して、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を
補償することができる。
【００２７】
　様々なフレーム構造を使用して、ＤＬおよびＵＬの送信をサポートすることができる。
次に、ＤＬフレーム構造の一例を、図４を参照して提示する。しかし、当業者であれば容
易に理解できるように、任意の特定の用途のためのフレーム構造は、任意の数の要因に応
じて異なり得る。この例では、フレーム（１０ｍｓ）は１０個の等しくサイズ設定された
サブフレームに分割される。各サブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含む。
【００２８】
　リソースグリッドを使用して２つのタイムスロットを表すことができ、２つのタイムス
ロットはそれぞれリソースブロックを含む。リソースグリッドは、複数のリソース要素に
分割される。ＬＴＥにおいて、リソースブロックは、周波数ドメインに１２個の連続した
サブキャリアを含み、各ＯＦＤＭシンボルの標準的なサイクリックプリフィックスでは、
時間ドメインに７つの連続したＯＦＤＭシンボル、すなわち８４個のリソース要素を含む
。Ｒ４０２、４０４として示されるようなリソース要素のいくつかは、ＤＬ基準信号（Ｄ
Ｌ－ＲＳ）を含む。ＤＬ－ＲＳは、Ｃｅｌｌに固有のＲＳ（ＣＲＳ）（時として共通ＲＳ
とも呼ばれる）４０２およびＵＥに固有のＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）４０４を含む。ＵＥ－ＲＳ
４０４は、対応する物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）がマップされるリソー
スブロック上でだけ送信される。各リソース要素によって運ばれるビットの数は、変調方
式によって決まる。したがって、ＵＥがより多くのリソースブロックを受信するほど、ま
た変調方式がより高いほど、ＵＥのデータレートは、より高い。
【００２９】
　次にＵＬフレーム構造の一例について、図５を参照して説明する。図５は、ＬＴＥにお
けるＵＬのフォーマット例を示す。ＵＬに利用可能なリソースブロックは、データセクシ
ョンおよび制御セクションに区切ることができる。制御セクションは、システムの帯域幅
の２つの端部で形成することができ、構成可能なサイズを有することができる。制御セク
ションにおけるリソースブロックは、制御情報の送信のためにＵＥに割り当てられ得る。
データセクションは、制御セクションに含まれないすべてのリソースブロックを含み得る
。図５における設計では、結果として、データセクションが隣接するサブキャリアを含む
ことなり、それによってデータセクションにおける隣接するサブキャリアのすべてを単一
のＵＥに割り当てることができるようになる。
【００３０】
　制御情報をｅＮｏｄｅＢに送信するために、制御セクションにおけるリソースブロック
５１０ａ、５１０ｂをＵＥに割り当てることができる。ｅＮｏｄｅＢにデータを送信する
ために、データセクションにおけるリソースブロック５２０ａ、５２０ｂをＵＥに割り当
てることもできる。ＵＥは、制御セクションにおける割り当てられたリソースブロックに
おいて物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）で制御情報を送信することができる
。ＵＥは、データセクションにおける割り当てられたリソースブロックにおいて物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）で、データのみ、またはデータと制御情報との両方
を送信することができる。図５に示すように、ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロッ
トに及び、周波数を飛び越すことができる。
【００３１】
　図５に示すように、最初のシステムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル
（ＰＲＡＣＨ）においてＵＬ同期を達成するために、１組のリソースブロックを使用する
ことができる。ＰＲＡＣＨは、ランダムシーケンスを運び、いかなるＵＬデータ／シグナ
リングも運ぶことができない。各ランダムアクセスプリアンブルは、６つの連続したリソ
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ースブロックに対応する帯域幅を占める。始動周波数は、ネットワークによって指定され
る。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、いくつかの時間および周波数リ
ソースに制限される。ＰＲＡＣＨのための周波数ホッピングがない。ＰＲＡＣＨの試行は
、単一のサブフレーム（１ｍｓ）で運ばれ、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）当たり単一の
ＰＲＡＣＨの試行のみを行うことができる。
【００３２】
　ＬＴＥにおけるＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、およびＰＲＡＣＨは、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６
．２１１に、「Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Physical Chan
nels and Modulation」という名称で記載されており、これは一般公開されている。
【００３３】
　無線プロトコルアーキテクチャは、特定の用途に応じて様々な形をとることができる。
次に、ＬＴＥシステムの一例について、図６を参照して説明する。図６は、ユーザプレー
ンおよびコントロールプレーンの無線プロトコルアーキテクチャの一例を示す概念図であ
る。
【００３４】
　図６を参照すると、ＵＥおよびｅＮｏｄｅＢの無線プロトコルアーキテクチャは、３つ
の層、層１、層２、および層３を備えて示される。層１は、最下層で、様々な物理層信号
処理機能を実施する。層１は、本明細書では物理層６０６と呼ぶ。層２（Ｌ２層）６０８
は、物理層６０６より上にあり、物理層６０６上のＵＥとｅＮｏｄｅＢとの間のリンクの
役割を果たす。
【００３５】
　ユーザプレーンにおいて、Ｌ２層６０８は、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）サブレイ
ヤ６１０、無線リンク制御（ＲＬＣ）サブレイヤ６１２、およびパケットデータ収束プロ
トコル（ＰＤＣＰ）６１４サブレイヤを含み、これらは、ネットワーク側のｅＮｏｄｅＢ
で終了する。図示していないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ２０８（
図２を参照）で終了するネットワーク層（例えばＩＰ層）、および接続（例えば、遠端Ｕ
Ｅ、サーバなど）の他端で終了するアプリケーション層を含むＬ２層６０８より上のいく
つかの上位層を有し得る。
【００３６】
　ＰＤＣＰサブレイヤ６１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間の多重化を提供
する。ＰＤＣＰサブレイヤ６１４は、無線送信オーバーヘッドを低減するための上位層デ
ータパケットのヘッダ圧縮、データパケットを暗号化することによるセキュリティ、およ
びｅＮｏｄｅＢ間のＵＥのハンドオーバーサポートも提供する。ＲＬＣサブレイヤ６１２
は、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）による受信障害を補償するために、上位層デ
ータパケットのセグメント化および再アセンブリ、損失したデータパケットの再送、およ
びデータパケットの並べ替えを提供する。ＭＡＣサブレイヤ６１０は、論理チャネルとト
ランスポートチャネルとの間の多重化を提供する。ＭＡＣサブレイヤ６１０は、ＵＥ間の
１つのセルに様々な無線リソース（例えば、リソースブロック）を割り当てる役割も果た
す。ＭＡＣサブレイヤ６１０は、ＨＡＲＱ操作の役割も果たす。
【００３７】
　コントロールプレーンにおいて、ＵＥおよびｅＮｏｄｅＢの無線プロトコルアーキテク
チャは、コントロールプレーンのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理層６０６およ
びＬ２層６０８の場合と実質的に同じである。コントロールプレーンは、層３に無線リソ
ース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ６１６も含む。ＲＲＣサブレイヤ６１６は、無線リソース
（すなわち、無線ベアラ）を取得し、ｅＮｏｄｅＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを
使用する下位層を構成する役割を果たす。
【００３８】
　図７は、アクセスネットワークにおけるＵＥ７５０と通信するｅＮｏｄｅＢ７１０のブ
ロック図である。ＤＬにおいて、コアネットワークからの上位層パケットは、コントロー
ラ／プロセッサ７７５に提供される。コントローラ／プロセッサ７７５は、図６との関連
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で上述したＬ２層の機能を実施する。ＤＬにおいて、コントローラ／プロセッサ７７５は
、様々な優先順位のメトリックに基づいて、ヘッダ圧縮、暗号化、パケットのセグメント
化および並べ替え、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化、およびＵＥ
７５０への無線リソースの割当てを提供する。コントローラ／プロセッサ７７５は、ＨＡ
ＲＱ操作、損失したパケットの再送、およびＵＥ７５０に対するシグナリングの役割も果
たす。
【００３９】
　ＴＸプロセッサ７１６は、Ｌ１層（すなわち、物理層）のための様々な信号処理機能を
実施する。信号処理機能は、ＵＥ７５０で前方誤り訂正（ＦＥＣ）を容易にするための符
号化およびインターリービング、並びに様々な変調方式（例えば、２位相偏移キーイング
（ＢＰＳＫ）、四位相偏移キーイング（ＱＰＳＫ）、Ｍ位相偏移キーイング（Ｍ－ＰＳＫ
）、Ｍ直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づく信号点配置に対するマッピングを含む。次
いで符号化され変調されたシンボルは、平行したストリームに分割される。次いで、各ス
トリームは、ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間および／または周波数ドメイ
ンにおいて基準信号（例えばパイロット）によって多重化され、逆高速フーリエ変換（Ｉ
ＦＦＴ）を使用して結合されて、時間ドメインＯＦＤＭシンボルストリームを運ぶ物理チ
ャネルが生成される。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために、
空間プリコードされる。チャネル推定器７７４からのチャネル推定は、空間処理の場合と
同様に、符号化および変調方式を決定するために使用することができる。チャネル推定は
、ＵＥ７５０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバックか
ら導出され得る。次いで、各空間ストリームは、個別の送信機７１８ＴＸを介して異なる
アンテナ７２０に提供される。各送信機７１８ＴＸは、それぞれの空間ストリームを有す
るＲＦ搬送波を変調して送信する。
【００４０】
　ＵＥ７５０で、各受信機７５４ＲＸは、それぞれのアンテナ７５２を介して信号を受信
する。各受信機７５４ＲＸは、ＲＦ搬送波上で変調された情報を回収し、情報を受信機（
ＲＸ）プロセッサ７５６に提供する。
【００４１】
　ＲＸプロセッサ７５６は、Ｌ１層の様々な信号処理機能を実施する。ＲＸプロセッサ７
５６は、ＵＥ７５０向けの任意の空間ストリームを回収するために、情報における空間処
理を実行する。複数の空間ストリームは、ＵＥ７５０向けの場合、ＲＸプロセッサ７５６
によって単一のＯＦＤＭシンボルストリームに結合することができる。次いで、ＲＸプロ
セッサ７５６は、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用して、ＯＦＤＭシンボルストリーム
を時間ドメインから周波数ドメインに変換する。周波数ドメイン信号は、ＯＦＤＭ信号の
サブキャリアごとの個別のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリアにおけ
るシンボル、および基準信号は、ｅＮｏｄｅＢ７１０によって送信される最も見込みのあ
る信号点配置位置を決定することによって回収され、復調される。これらの軟判定は、チ
ャネル推定器７５８によって計算されるチャネル推定に基づいてもよい。次いで、軟判定
は、もともと物理チャネル上でｅＮｏｄｅＢ７１０によって送信されたデータおよび制御
信号を回収するために、復号され、デインターリーブされる。次いで、データおよび制御
信号は、コントローラ／プロセッサ７５９に提供される。
【００４２】
　コントローラ／プロセッサ７５９は、図６との関連で上述したＬ２層を実装する。ＵＬ
において、コントロール／プロセッサ７５９は、上位層パケットをコアネットワークから
回収するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離、パケット再
アセンブリ、解読、ヘッダの復元、制御信号処理を提供する。次いで、上位層パケットは
、Ｌ２層より上のすべてのプロトコル層を表すデータシンク７６２に提供される。様々な
制御信号を、Ｌ３処理のためにデータシンク７６２に提供することもできる。コントロー
ラ／プロセッサ７５９は、ＨＡＲＱ操作をサポートするために、肯定応答（ＡＣＫ）およ
び／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用したエラー検出の役割も果たす。
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【００４３】
　ＵＬにおいて、データソース７６７を使用して、上位層パケットをコントローラ／プロ
セッサ７５９に提供する。データソース７６７は、Ｌ２層（Ｌ２）より上のすべてのプロ
トコル層を表す。ｅＮｏｄｅＢ７１０によるＤＬ送信との関連で説明した機能と同様に、
コントローラ／プロセッサ７５９は、ｅＮｏｄｅＢ７１０による無線リソースの割当てに
基づいて、ヘッダ圧縮、暗号化、パケットのセグメント化および並べ替え、並びに論理チ
ャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を提供することによって、ユーザプレー
ンおよびコントロールプレーンのＬ２層を実装する。コントローラ／プロセッサ７５９は
、ＨＡＲＱ操作、損失したパケットの再送、およびｅＮｏｄｅＢ７１０に対するシグナリ
ングの役割も果たす。
【００４４】
　ｅＮｏｄｅＢ７１０によって送信された基準信号またはフィードバックからチャネル推
定器７５８によって導出されたチャネル推定は、ＴＸプロセッサ７６８によって、適切な
符号化および変調方式を選択し、空間処理を容易にするために使用されてもよい。ＴＸプ
ロセッサ７６８によって生成される空間ストリームは、個別の送信機７５４ＴＸを介して
異なるアンテナ７５２に提供される。各送信機７５４ＴＸは、それぞれの空間ストリーム
を有するＲＦ搬送波を変調して送信する。
【００４５】
　ＵＬ送信は、ＵＥ７５０で受信機機能との関連で説明したものと類似の方法で、ｅＮｏ
ｄｅＢ７１０で処理される。各受信機７１８ＲＸは、それぞれのアンテナ７２０を介して
信号を受信する。各受信機７１８ＲＸは、ＲＦ搬送波上で変調された情報を回収し、情報
をＲＸプロセッサ７７０に提供する。ＲＸプロセッサ７７０は、Ｌ１層を実装する。
【００４６】
　コントローラ／プロセッサ７５９は、図６との関連で上述したＬ２層を実装する。ＵＬ
において、コントロール／プロセッサ７５９は、上位層パケットをＵＥ７５０から回収す
るために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離、パケット再アセン
ブリ、解読、ヘッダの復元、制御信号処理を提供する。コントローラ／プロセッサ７７５
からの上位層パケットは、コアネットワークに提供され得る。コントローラ／プロセッサ
７５９は、ＨＡＲＱ操作をサポートするために、ＡＣＫ／ＮＡＣＫプロトコルを使用した
エラー検出の役割も果たす。
【００４７】
　図１との関連で説明した処理システム１１４は、ｅＮｏｄｅＢ７１０を含む。特に、処
理システム１１４は、ＴＸプロセッサ７１６、ＲＸプロセッサ７７０、およびコントロー
ラ／プロセッサ７７５を含む。
【００４８】
　図８は、一態様による、異種ネットワーク８００における単一周波数ネットワーク上の
マルチメヂア放送（ＭＢＳＦＮ; Multimedia Broadcast over a Single Frequency Netwo
rk）サブフレームアライメントを示すブロック図である。図８に示すように、異種ネット
ワーク８００は、ＭＢＳＦＮサブフレーム８０８および非ＭＢＳＦＮサブフレーム８０６
が１つまたは複数のマクロセル８０２およびピコセル８０４にあるように表される。さら
に、各サブフレームは、制御情報を伝えることができる制御８１０の領域を含む。サブフ
レームの残りは、データ８１４を伝えるために使用してもよく、および／または空白８１
２のままでもよい。
【００４９】
　ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８では、制御およびデータは、時分割多重送信される。制御領域は、
常にシステム帯域幅全体に及び、少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルを占め得る。さらに
、ＣＲＳ、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、および物理ハ
イブリッドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）を制御領域において確保し、およ
び／または送信することができる。例えば、一態様では、ＰＨＩＣＨを確保することがで
き、ｅＮｏｄｅＢ７１０は、ＰＨＩＣＨのためのゼロ送信電力を選択することができ、そ
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れによって事実上、ＰＨＩＣＨは送信されない。さらに、物理ダウンリンク制御チャネル
（ＰＤＣＣＨ）は、少なくともページングの目的で送信することができる。したがって、
時間ドメインリソース直交化が使用される場合、範囲拡張ＵＥでは、少なくとも１つの制
御シンボルはマクロセルによって干渉され得る。一方、サブフレームをＭＢＳＦＮサブフ
レームとして構成することを介してサブフレームのデータ領域を空白にすることができ、
したがって、データ領域における完全なリソース直交化が可能である。
【００５０】
　図８に戻ると、一態様例で、ネットワーク８００は、ＭＢＳＦＮベースの時間ドメイン
リソース直交化を使用するように動作可能とすることができ、そこにおいて、マクロセル
８０２とピコセル８０４とが同期していてもよい。一態様では、マクロセル８０２の非Ｍ
ＢＳＦＮサブフレーム８０６がピコセル８０４のＭＢＳＦＮサブフレーム８０８と一致し
得るように、サブフレーム（８０６、８０８）の時間シフトを適用することができる。別
の態様において、時間シフトが適用されなくてもよい。さらに別の態様において、サブフ
レームタイプ（例えば、非ＭＢＳＦＮ８０６、ＭＢＳＦＮ８０８など）は、相補的でなく
てもよい。例えば、マクロセル８０２のＭＢＳＦＮサブフレーム８０８は、ピコセル８０
４のＭＢＳＦＮまたは非ＭＢＳＦＮサブフレームと衝突し得る。また、他の例では、マク
ロセル８０２の非ＭＢＳＦＮサブフレーム８０６は、ピコセル８０４のＭＢＳＦＮまたは
非ＭＢＳＦＮサブフレームと衝突し得る。示した態様において、マクロセル８０２が非Ｍ
ＢＳＦＮサブフレーム８０６であるとき、ピコセル８０４は、ＭＢＳＦＮサブフレーム８
０８または非ＭＢＳＦＮサブフレーム８０６のいずれかを有し得る。後者の場合、ピコセ
ル８０４は、ＵＥにカバレッジ領域を提供することができる。こうした動作可能な構成に
おいて、ピコセル８０４は、マクロセル８０２からの干渉が低減された状態で、ピコセル
８０４によってサービス提供されるＵＥとのＤＬ通信を実行することができる。
【００５１】
　さらに、マクロセル８０２のＭＢＳＦＮサブフレーム８０８の一部は空白８１２でもよ
いが、制御情報８１０は、依然として送信することができ、したがって、ピコセル８０４
によって送信される制御情報８１０への干渉を引き起こす可能性がある。動作中、マクロ
セルおよびピコセルの制御情報８１０、空白８１２、データ８１４などに割り当てられる
様々な領域が配置されなくてもよい。別の動作上の態様において、マクロセルおよびピコ
セルの制御情報８１０、空白８１２、データ８１４などに割り当てられる様々な領域は、
同じサイズでなくてもよい。
【００５２】
　この干渉の低減を試みるために、複数の方式を使用することができる。例えば、マクロ
セル８０２は、ＭＢＳＦＮサブフレーム８０８のための送信電力を低減することができる
。こうした構成例において、ネットワーク８００は、同種のネットワークとして機能する
ことができ、従来のリソース管理を採用することができる。一方、セル端のＵＥは、低減
したカバレッジを経験し得る。別の例では、完全に空白のサブフレームがマクロセル８０
２によって使用され得る。こうした構成例において、クリーンで完全なリソース直交化を
ピコセル８０４のＤＬ送信に使用可能とすることができる。一方、例えば、損失した測定
、チャネル推定、ＨＡＲＱ動作など古いＵＥとの潜在的な後方互換性の問題が起こり得る
。他の例では、制御情報は、サブフレームのデータ８１４セクションにおいて伝えること
ができる。こうした構成例において、完全なリソース直交化をピコセル８０４のＤＬ送信
に使用可能とすることができる。一方、以前データに使用可能であったサブフレームの一
部がもはや使用不可である場合があり、古いＵＥとの潜在的な後方互換性の問題が起こり
得る。別の例では、ＵＥは、干渉除去を実行することができる。こうした構成例において
、マクロセル８０２の干渉を低減することができる。一方、ＵＥベースの干渉除去は、結
果としてＵＥ設計の複雑さの増加をもたらす場合があり、古いＵＥとの潜在的な後方互換
性の問題が起こり得る。
【００５３】
　一態様では、制御領域８１０におけるマクロセル８０２からピコセル８０４への干渉を
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最低限に抑えるために、ピコセル８０４の送信中に、マクロセル８０２のＭＢＳＦＮサブ
フレーム８０８における制御領域８１０の送信電力を制限することができる。換言すれば
、標準ＰＳＤを使用したマクロセル８０２の制御領域８１０の送信の代わりに、制限され
たＰＳＤを、使用することができる。一態様では、制限されたＰＳＤは、ピコセル８０４
に関連付けられたＵＥのカバレッジ制約に基づいていてもよい。例えば、マクロセル８０
２　ＰＳＤがピコセル８０４において送信されるＰＳＤと同等となるように、制限された
ＰＳＤを使用することができる。したがって、ピコセル８０４によってサービス提供され
るＵＥ（例えば、範囲拡張ＵＥ）は、制御領域８１０におけるサービングピコセル８０４
からの改良されたＤＬ信号の受信を経験することができる。
【００５４】
　一態様では、マクロ制御領域ＰＳＤの変更されたまたは制限されたＰＳＤを、チャネル
ごとに扱うことができる。例えば、ＣＲＳ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、またはＰＤＣＣ
Ｈなど、いくつかのチャネルを制限することができる。一態様では、ＰＣＦＩＣＨに関し
て、他の制御信号（例えば、ＰＨＩＣＨまたはＰＤＣＣＨ）が送信に予定されていない場
合、ＰＣＦＩＣＨを、最小電力またはゼロ電力で送信することができる。一態様では、Ｐ
ＨＩＣＨに関して、送信が予定されていない場合、ＰＨＩＣＨ送信は中断され得る。そう
でない場合、ＰＨＩＣＨは、制限されたＰＳＤおよび／または特定のＵＥ要件を満たすよ
うに制御される電力で送信することができる。一態様では、ＰＤＣＣＨに関して、送信が
予定されていない場合、ＰＤＣＣＨ送信は中断され得る。そうでない場合、ＰＤＣＣＨは
、制限されたＰＳＤおよび／または特定のＵＥ要件を満たすように制御される電力で送信
することができる。
【００５５】
　一態様では、変更されたまたは制限されたＰＳＤ方式を、同期または非同期のいずれか
のシステムで使用することができる。同期システムに関して、後方互換性の問題は、サブ
フレーム選択によって対処することができる。例えば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８における確保
されたサブフレーム（例えば、ＦＤＤのサブフレーム０、４、５、および９、並びにＴＤ
Ｄのサブフレーム０、１、５、および６）の間に測定が行われるとき、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－
８　ＵＥ測定に対する任意の影響を制御する、または取り除くことさえできる。さらに、
選択された確保されたサブフレームは、ＭＢＳＦＮサブフレームとして構成することがで
きない。チャネル推定に関して、２つ以上の隣接するサブフレームがチャネル推定のため
に使用される場合、古いＵＥ（例えば、Ｒｅｌ－８　ＵＥ）は問題を経験し得る。
【００５６】
　さらに、同期システムにおいて、ＰＳＤ制限が適用されるとき、システム全体は、時間
とともに異種と同種の両方の特徴を呈し得る。例えば、マクロセル８０２が非ＭＢＳＦＮ
サブフレーム８０８であるとき、ピコセル８０４はＭＢＳＦＮまたは非ＭＢＳＦＮのいず
れかであり得るので、これらのサブフレームは、異種ネットワークの特性を呈する。これ
に対して、マクロセル８０２がＭＢＳＦＮサブフレーム８０８であるとき、低減されたＰ
ＳＤ送信のため、これらのサブフレームは、同種ネットワークの特性を呈する。これらの
準同種ネットワークの特性は、ＵＥがピコセル８０４をＤＬ送信の質に基づいてサービン
グセルとして選択することができるなどの利点を可能にし得る。これは、ピコセル８０４
のサブフレーム０、４、５、および９が制御領域において低減された送信電力のマクロセ
ル８０２のＭＢＳＦＮサブフレーム８０８と一致するときに該当し得る。
【００５７】
　さらに、上述したように、完全に空白のサブフレームの使用と比べて、制限されたＰＳ
Ｄの使用は、マクロセル８０２のＰＨＩＣＨおよびＵＬハイブリッドＡＲＱのサポートを
単純化する。その理由は、これらのサブフレームにおける干渉レベルが同種ネットワーク
の特性を呈し得るため、ＰＨＩＣＨは、依然としてマクロセル８０２のＭＢＳＦＮサブフ
レーム８０８の制御領域８１０から送信されるからである。さらに、ネットワーク８００
において、すべてのマクロセル８０２は、同期することができ、ＭＢＳＦＮおよび非ＭＢ
ＳＦＮのサブフレームの同じ混合を使用して構成することができる。一態様では、ネット
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ワーク８００におけるすべてのマクロセル８０２のＭＢＳＦＮサブフレームは、制御領域
８１０における低減された送信電力（例えば、変更されたＰＳＤ）の同じまたは類似の値
を有することができる。チャネル推定および測定に関して、制限されたＰＳＤ方式の使用
は、ＭＢＳＦＮサブフレーム８０８の制御領域８１０における電力の低減の量に依存して
いてもよく、一般に、空白のサブフレームの手法のものほど厳しくなくてもよい。さらに
、空白のサブフレームの使用は、より新しいＵＥ（例えば、Ｅａｌ－９＋）のための制御
信号を再設計するためのクリーンな構造を提供することができ、制限されたＰＳＤの使用
は、既存のＭＢＳＦＮサブフレーム８０８の構造を使用することができ、これらのＭＢＳ
ＦＮサブフレーム８０８には、制御のために構成された少なくとも１つのシンボルがあり
得る。
【００５８】
　さらに、非制限のＰＳＤ構成と比べて、そうでなければこれらのシンボルがマクロセル
８０２のＭＢＳＦＮサブフレーム８０８の制御領域８１０と衝突するとき、制限されたＰ
ＳＤ方式の使用は、ピコセル８０４の制御シンボル８１０での制御情報のサポート送信を
提供することができる。したがって、制限されたＰＳＤ方式の使用によって、より新しい
ＵＥ（例えば、Ｒｅｌ－９＋ＵＥ）の制御の再設計を必要とせずに、既存の制御構造（例
えば、Ｒｅｌ－８）を再利用することができる。さらに、制限されたＰＳＤ方式の使用に
よって、異種ネットワークにおいて古いＵＥ（例えば、Ｒｅｌ－８　ＵＥ）を容易にサポ
ートすることができる。さらに、制限されたＰＳＤ方式の使用は、測定およびチャネル推
定に影響を与え得る。例えば、干渉制限とは対照的に、システムが熱制限されている場合
、ＰＳＤ制限されたＭＢＳＦＮサブフレーム８０８のＰＨＩＣＨのサポートは危うい場合
がある。換言すれば、干渉制限された構成では、ＭＢＳＦＮサブフレーム８０８でのＰＨ
ＩＣＨカバレッジを、マクロセル８０２の非ＭＢＳＦＮサブフレーム８０６のものと比較
することができる。
【００５９】
　非同期システムにおいて、ＰＳＤ制限方式の適用は、ＰＳＤ制限方式が使用されない場
合とは異なり、チャネル推定に影響を及ぼさない場合がある。非同期システムでの測定に
関して、ＵＥは、サービングピコセル８０４が非ＭＢＳＦＮサブフレームであるとき、Ｍ
ＢＳＦＮサブフレームを使用して隣接したセルを測定することができる。一態様では、古
いＵＥ（例えば、Ｒｅｌ－８　ＵＥ）は、隣接したセルが非ＭＢＳＦＮサブフレーム８０
６またはＭＢＳＦＮサブフレーム８０８を使用しているかどうかを知ることができない場
合がある。したがって、ＰＳＤ制限方式の使用は、隣接したセルからの信号強度を測定す
ることに影響を与え得る。一態様では、マクロセル８０２は、バックホールを介して隣接
したセル中で電力制限レベルおよび同期オフセットに関する情報を交換することができ、
したがって、サービングピコセル８０４は、ＵＥが報告した隣接セル強度から受信された
情報を超えて、調整を行うことができる。一態様では、信号強度が閾値未満であるとき、
隣接したセルにおけるＰＳＤ制限に応じて、ＵＥは隣接したセルの信号を報告しない場合
がある。別の態様では、隣接セル強度測定は、隣接したセルのサブフレームタイプ（例え
ば、サブフレームはＭＢＳＦＮおよび非ＭＢＳＦＮのサブフレームの混合とすることがで
きる）によって影響を受けることがある。別の態様では、ＵＥは、隣接したセルのための
同期オフセットを推定することができる。またさらに、一態様では、異なるマクロセル８
０２は、同じまたは異なる電力制限レベルを適用することができる。別の態様では、ＰＳ
Ｄ制限レベルがすべてのＭＢＳＦＮサブフレーム８０８に適用されない場合があり、セル
における制限レベルは、ＭＢＳＦＮサブフレーム８０８にわたって同じであってもよく、
または異なっていてもよい。一態様では、電力制限レベルは、すべてのセルにわたって同
じでもよい。しかし、別の態様では、様々なセル立体角投射率に基づいて、異なるセルに
おいて、異なる電力制限レベルが使用されてもよい。
【００６０】
　電力制限が適用される１つの動作可能な態様において、サブフレームは、正規のＭＢＳ
ＦＮサブフレームとして分析することができる。電力制限が停止の送信を完了する他の動
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作態様において、サブフレームは、空白のサブフレームであるかのように分析することが
できる。したがって、電力制限の程度は、ピコセル８０４に対するマクロセル８０２の干
渉の影響と、マクロセル８０２によってサービス提供されているＵＥへの、これらのサブ
フレームの制御領域アクセス可能性との間のトレードオフを提供する。
【００６１】
　別の態様では、どのサブフレームが制御領域において電力制限されるか、およびこれら
のサブフレームの任意の対応する制限レベルについて、ＵＥ（例えば、Ｒｅｌ－９＋ＵＥ
）に知らせることができる。したがって、より新しいＵＥ（例えば、Ｒｅｌ－９＋ＵＥ）
は、チャネル推定および測定をより効果的に実行するために、これらのサブフレームの制
御情報を検出するように動作可能とすることができる。さらに別の態様では、送信電力の
さらなる減少のために、制御領域８１０において適用されるＰＳＤ制限を、空白およびデ
ータ領域（８１２、８１４）と結合することもできる。
【００６２】
　さらに、または代わりに、一態様では、ピコセル８０４におけるＭＢＳＦＮサブフレー
ムの一部または全部の制御領域の送信電力ＰＳＤ（総最大電力制限の内の）を増加させ、
マクロセル８０２によってサービス提供されているＵＥに広範な影響をもたらすことなく
、範囲ピコセル８０４によってサービス提供されているＵＥ（例えば、拡張ＵＥ）につい
て、制御領域がより深い浸透力を有するようにすることができる。一態様では、ＣＲＳが
帯域全体を通じて送信されることになっている場合、１つの送信アンテナでは、１０＊ｌ
ｏｇ１０（６）＝７．８ｄＢまでの電力増加を達成することができる。さらに、２つの送
信アンテナでは、電力増加は、１０＊ｌｏｇ１０（３）＝４．８ｄＢに低下し得る。しか
し、ＵＬ　ＨＡＲＱの動作では、ピコセル８０４のＭＢＳＦＮサブフレーム８０８の制御
領域において、１つのＵＬ　ＨＡＲＱの高信頼性で通信することが好ましい場合がある。
こうした態様において、ＣＲＳは、帯域幅全体を介して送信されない場合があり、代わり
に、ＣＲＳは、ＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨによって占められる帯域幅の一部分に制限
され得る。一動作例において、ＰＣＦＩＣＨは、４つのリソース要素グループ（ＲＥＧ）
に分散することができ、各ＲＥＧは、４つのリソース要素を含むことができる。さらに、
ＰＨＩＣＨによって占められる帯域幅は、システム帯域幅の約１／１６から３／４とする
ことができる。したがって、ＣＲＳは、ＲＥＧを使用して送信することができる。１０Ｍ
Ｈｚ、５０個のＲＢを仮定すると、ＰＨＩＣＨグループのサイズは、２個までも小さくす
ることができ、これはＲＥＧが６個ということになる。合計で１０個のＲＥＧがＰＣＦＩ
ＣＨおよびＰＨＩＣＨを運ぶことができ、これはＲＢが５個ということになり、ＣＲＳは
これらの５個のＲＢ内で送信することができる。したがって、１０ｄＢの電力増加を達成
することができる。
【００６３】
　図９は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート９００である。この方法は、第１のｅ
ＮｏｄｅＢ　ＤＬ送信が第２のｅＮｏｄｅＢ　ＤＬ送信と干渉し得ることを決定すること
（９０２）を含み得る。一態様では、第１のｅＮｏｄｅＢは、第１の電力クラスｅＮｏｄ
ｅＢ（例えば、マクロセル、フェムトセルなど）とすることができ、第２のｅＮｏｄｅＢ
は、第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢ（例えば、ピコセル、マクロセルなど）とすることが
できる。こうした一態様では、第１および第２のｅＮｏｄｅＢは、異なる電力クラスとす
ることができる。一態様では、ＤＬ送信は、指定されたサブフレームの間の送信を含むこ
とができる。こうした一態様では、第１のｅＮｏｄｅＢのサブフレームは、ＭＢＳＦＮサ
ブフレームとすることができ、第２のｅＮｏｄｅＢのサブフレームは、非ＭＢＳＦＮサブ
フレームとすることができる。
【００６４】
　さらに、この方法は、第１または第２のｅＮｏｄｅＢうちの少なくとも一方のＤＬ送信
の一部分のためのＰＳＤを変更すること（９０４）を含むことができる。一態様では、変
更することは、第１のｅＮｏｄｅＢによって送信されるサブフレームの制御領域のＰＳＤ
を低減することを含み得る。こうした態様では、制御領域の通信の一部のみのＰＳＤを低
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減することができる。例えば、ＰＳＤの低減は、チャネルごとに実行することができる。
一態様では、変更されるＰＳＤを有することができるチャネルには、それだけには限定さ
れないが、ＣＲＳ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、またはＰＤＣＣＨなどがある。別の態様
では、いくつかのチャネルは、第２のｅＮｏｄｅＢによって送信されるＤＬ制御チャネル
情報と干渉するサブフレームを回避するような方法で、送信に予定することができる。一
態様では、変更することは、第２のｅＮｏｄｅＢによって送信されるサブフレームの制御
領域のＰＳＤを増加させることを含み得る。別の態様では、第１のｅＮｏｄｅＢのＰＳＤ
を低減し、第２のｅＮｏｄｅＢのＰＳＤを増加させることの任意の組み合わせを使用する
ことができる。別の態様では、選択された数のサブフレームは、ＰＳＤの変更を有し得る
。一態様では、選択されたサブフレームを、第２のｅＮｏｄｅＢによってサービス提供さ
れる第２のｅＮｏｄｅＢおよび／またはＵＥに伝えることができる。
【００６５】
　さらに、および／または代わりに、この方法は、第２のｅＮｏｄｅＢ　ＤＬ送信の干渉
が１つまたは複数の他のセルから来る可能性があるかどうかを決定することができる（９
０６）。第２のｅＮｏｄｅＢ　ＤＬ送信の干渉が１つまたは複数の他のセルから来る可能
性があると決定された場合、第１または第２のｅＮｏｄｅＢは、他のセルの１つまたは複
数のｅＮｏｄｅＢに、第２のｅＮｏｄｅＢが通信している間、サブフレームのＰＳＤの低
減を実行させることができる（９０８）。一態様では、すべてのセルは、同じＰＳＤ変更
方式を使用することができる。別の態様では、各セルは、各セルおよび／または影響を受
けたＵＥに関連付けられた要因に応じて異なるように、ＤＬ送信のＰＳＤを変更すること
ができる。
【００６６】
　さらに、この方法は、変更されたＰＳＤ値を使用してＤＬ通信を送信する（９１０）こ
とを含み得る。例えば、第１のｅＮｏｄｅＢは、低減されたＰＳＤでのサブフレームの間
に、制御情報の一部を送信することができ、および／または、第２のｅＮｏｄｅＢは、サ
ブフレームの間に、増加したＰＳＤで少なくとも制御情報を送信することができる。
【００６７】
　図１０は、装置例１００の機能を示す概念ブロック図１０００である。装置１００は、
非変更のＰＳＤを使用した第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームにおける第１の
制御領域での制御情報の第１のインスタンスの送信が第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢのサ
ブフレームにおける第２の制御領域での制御情報の第２のインスタンスの送信への閾値を
上回る干渉をもたらすことを決定するモジュール１００２と、第１の電力クラスまたは第
２の電力クラスｅＮｏｄｅＢのうちの少なくとも一方のサブフレームのうちの少なくとも
１つの第１または第２の制御領域のうちの少なくとも一方の一部分のためのＰＳＤを変更
するためのモジュール１００４と、制御情報の第１のインスタンスの一部分の変更された
ＰＳＤを使用して、制御領域の間に制御情報の第１のインスタンスを送信するモジュール
１００６とを含む。
【００６８】
　図１および図７を参照すると、一構成で、ワイヤレス通信のための装置１００は、非変
更のＰＳＤを使用した第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームにおける第１の制御
領域での制御情報の第１のインスタンスの送信が第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフ
レームにおける第２の制御領域での制御情報の第２のインスタンスの送信への閾値を上回
る干渉をもたらすことを決定するための手段と、第１の電力クラスまたは第２の電力クラ
スｅＮｏｄｅＢのうちの少なくとも一方のサブフレームのうちの少なくとも１つの第１ま
たは第２の制御領域のうちの少なくとも一方の一部分のためのＰＳＤを変更するための手
段と、制御情報の第１のインスタンスの一部分のための変更されたＰＳＤを使用して、制
御領域の間に制御情報の第１のインスタンスを送信するための手段とを含む。別の構成で
は、装置１００は、第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームの第１の制御領域の一
部分のためのＰＳＤを低減するための手段を含む。別の構成では、装置１００は、制御領
域の間に送信に予定された１つまたは複数のチャネルのためのＰＳＤを低減するための手
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段を含み、１つまたは複数のチャネルは、ＣＲＳ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、またはＰ
ＤＣＣＨのうちの少なくとも１つを備える。別の構成では、装置１００は、結果として第
２の電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームのサブフレームへの干渉をもたらす第１の電
力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレーム以外のサブフレームの制御チャネル情報の送信を予
定するための手段を含む。別の構成では、装置１００は、複数のサブフレームのうちのど
の１つまたは複数が変更されたＰＳＤを使用して送信されるかを示すメッセージを送信す
るための手段を含む。こうした一態様では、メッセージは、第２の電力クラスｅＮｏｄｅ
Ｂによってサービス提供される第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢまたは１つまたは複数のＵ
Ｅのうちの少なくとも一方に送信され得る。別の構成では、装置１００は、１つまたは複
数の他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢからの送信が第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢのサ
ブフレームにおける第２の制御領域での制御情報の第２のインスタンスの送信への閾値を
上回る干渉をもたらすことを決定するための手段と、第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのサ
ブフレームの間に、１つまたは複数の他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのうちの少なく
とも１つに対応するサブフレームの送信のＰＳＤを変更させるための手段とを含む。別の
構成では、装置１００は、第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームの第２の制御領
域の一部分のためのＰＳＤを増加させるための手段を含む。上述した手段は、上述した手
段によって詳述される機能を実行するように構成される処理システム１１４である。上述
したように、処理システム１１４は、ＴＸプロセッサ７１６、ＲＸプロセッサ７７０、お
よびコントローラ／プロセッサ７７５を含む。したがって、一構成では、上述した手段は
、上述した手段によって詳述される機能を実行するように構成されたＴＸプロセッサ７１
６、ＲＸプロセッサ７７０、およびコントローラ／プロセッサ７７５とすることができる
。
【００６９】
　開示されたプロセスにおけるステップの特定の順序または階層は手法例の実例であるこ
とを理解されたい。設計の選好に基づいて、プロセスにおけるステップの特定の順序また
は階層を再編成することができることを理解されたい。付随的な方法クレームは、サンプ
ルの順序における様々なステップの要素を提示しており、提示される特定の順序または階
層に限定されるものではない。
【００７０】
　上記の説明は、本明細書において記載されている様々な態様を任意の当業者が実施する
ことができるように提供されている。これらの態様に対する様々な変更は、当業者にとっ
ては容易に明らかであり、本明細書において定義される一般的な原理を他の態様に適用す
ることができる。したがって、特許請求の範囲は、本明細書に示される態様に限定される
ものではなく、特許請求の範囲の言い回しと一致する十分な範囲が与えられるものとし、
単数の要素への言及は、特に明記しない限り、「唯一のもの」を意味するのではなく、む
しろ「１つまたは複数」を意味するものとする。特に明記しない限り、「いくつか」とい
う用語は１つまたは複数を指す。当業者に既知である、または後で既知になる本開示の全
体にわたって記載されている様々な態様の要素に対するすべての構造的および機能的等価
物は、参照により本明細書に明示的に組み込まれ、特許請求の範囲によって含まれるもの
とする。さらに、こうした開示が特許請求の範囲において明示的に詳述されるかどうかに
かかわらず、本明細書において開示されるものは公のためのものではない。クレーム要素
は、要素が「～のための手段」という句を使用して明示的に詳述されない限り、または方
法クレームの場合、要素が「～のためのステップ」という句を使用して詳述されない限り
、米国特許法１１２条第６項の規定により解釈されないものとする。
　以下に本件出願当初の特許請求の範囲を付記する。
［Ｃ１］
　非変更のパワースペクトル密度（ＰＳＤ）を使用した第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの
サブフレームにおける第１の制御領域での制御情報の第１のインスタンスの送信が第２の
電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームにおける第２の制御領域での制御情報の第２のイ
ンスタンスの送信への閾値を上回る干渉をもたらすことを決定することと、



(23) JP 5345734 B2 2013.11.20

10

20

30

40

50

　前記第１の電力クラスまたは第２の電力クラスのｅＮｏｄｅＢのうちの少なくとも一方
の前記サブフレームのうちの少なくとも１つの前記第１または第２の制御領域のうちの少
なくとも一方の一部分のための前記ＰＳＤを変更することと、
　制御情報の前記第１のインスタンスの前記一部分のための前記変更されたＰＳＤを使用
して、前記制御領域の間に制御情報の前記第１のインスタンスを送信することと
　を備えるワイヤレス通信の方法。
［Ｃ２］
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームが単一周波数ネットワーク上の
マルチメヂア放送（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであり、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅ
Ｂの前記サブフレームが非ＭＢＳＦＮサブフレームである［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記変更することが、前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの前記第
１の制御領域の前記一部分のための前記ＰＳＤを低減することをさらに備える［Ｃ１］に
記載の方法。
［Ｃ４］
　前記一部分のための前記ＰＳＤを前記低減することが、
　前記制御領域の間に送信に予定された１つまたは複数のチャネルのための前記ＰＳＤを
低減することであって、前記１つまたは複数のチャネルが、共通基準信号（ＣＲＳ）、物
理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ハイブリッドＡＲＱイ
ンジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、または物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
）のうちの少なくとも１つを備えること
　を備える［Ｃ３］に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記一部分のための前記ＰＳＤを前記低減することが、
　結果として前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームへの干渉をもたらす
前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレーム以外のサブフレームの制御チャネ
ル情報の送信を予定すること
　をさらに備える［Ｃ３］に記載の方法。
［Ｃ６］
　複数のサブフレームのうちのどの１つまたは複数が前記変更されたＰＳＤを使用して送
信されるかを示すメッセージを送信することであって、前記メッセージが、前記第２の電
力クラスｅＮｏｄｅＢによってサービス提供される前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢま
たは１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のうちの少なくとも一方に送信されること
　をさらに備える［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ７］
　１つまたは複数の他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢからの送信が前記第２の電力クラ
スｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームにおける前記第２の制御領域での制御情報の前記第２
のインスタンスの前記送信への前記閾値を上回る干渉をもたらすことを決定することと、
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの間に、前記１つまたは複数の
他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのうちの少なくとも１つに対応するサブフレームの送
信の前記ＰＳＤを変更させることと
　をさらに備える［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記１つまたは複数の他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのうちの前記少なくとも１つ
が、前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢによって使用されるものとは異なるＰＳＤ変更値
を使用して前記対応するサブフレームの前記ＰＳＤを変更する［Ｃ７］に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記ＰＳＤを前記変更することが、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレ
ームの前記第２の制御領域の前記一部分のための前記ＰＳＤを増加させることをさらに含
む［Ｃ１］に記載の方法。
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［Ｃ１０］
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢがマクロセルであり、前記第２の電力クラスｅＮｏ
ｄｅＢがピコセルである［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢがフェムトセルであり、前記第２の電力クラスｅＮ
ｏｄｅＢがピコセルまたはマクロセルのいずれかである［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１２］
　非変更のパワースペクトル密度（ＰＳＤ）を使用した第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの
サブフレームにおける第１の制御領域での制御情報の第１のインスタンスの送信が第２の
電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームにおける第２の制御領域での制御情報の第２のイ
ンスタンスの送信への閾値を上回る干渉をもたらすことを決定するための手段と、
　前記第１の電力クラスまたは第２の電力クラスのｅＮｏｄｅＢのうちの少なくとも一方
の前記サブフレームのうちの少なくとも１つの前記第１または第２の制御領域のうちの少
なくとも一方の一部分のための前記ＰＳＤを変更するための手段と、
　制御情報の前記第１のインスタンスの前記一部分のための前記変更されたＰＳＤを使用
して、前記制御領域の間に制御情報の前記第１のインスタンスを送信するための手段と
　を備えるワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ１３］
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームが単一周波数ネットワーク上の
マルチメヂア放送（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであり、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅ
Ｂの前記サブフレームが非ＭＢＳＦＮサブフレームである［Ｃ１２］に記載の装置。
［Ｃ１４］
　変更するための前記手段が、前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの
前記第１の制御領域の前記一部分のための前記ＰＳＤを低減するための手段をさらに備え
る［Ｃ１２］に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記一部分のための前記ＰＳＤを低減するための前記手段が、
　前記制御領域の間に送信に予定された１つまたは複数のチャネルのための前記ＰＳＤを
低減するための手段であって、前記１つまたは複数のチャネルが、共通基準信号（ＣＲＳ
）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ハイブリッドＡ
ＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、または物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤ
ＣＣＨ）のうちの少なくとも１つを備える、手段
　をさらに備える［Ｃ１４］に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記一部分のための前記ＰＳＤを低減するための前記手段が、
　結果として前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームへの干渉をもたらす
前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレーム以外のサブフレームの制御チャネ
ル情報の送信を予定するための手段
　をさらに備える［Ｃ１４］に記載の装置。
［Ｃ１７］
　複数のサブフレームのうちのどの１つまたは複数が前記変更されたＰＳＤを使用して送
信されるかを示すメッセージを送信するための手段であって、前記メッセージが、前記第
２の電力クラスｅＮｏｄｅＢによってサービス提供される前記第２の電力クラスｅＮｏｄ
ｅＢまたは１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のうちの少なくとも一方に送信される、
手段
　をさらに備える［Ｃ１２］に記載の装置。
［Ｃ１８］
　１つまたは複数の他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢからの送信が前記第２の電力クラ
スｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームにおける前記第２の制御領域での制御情報の前記第２
のインスタンスの前記送信への前記閾値を上回る干渉をもたらすことを決定するための手
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段と、
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの間に、前記１つまたは複数の
他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのうちの少なくとも１つに対応するサブフレームの送
信の前記ＰＳＤを変更させるための手段と
　をさらに備える［Ｃ１２］に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記１つまたは複数の他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのうちの前記少なくとも１つ
が、前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢによって使用されるものとは異なるＰＳＤ変更値
を使用して前記対応するサブフレームの前記ＰＳＤを変更する［Ｃ１８］に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記ＰＳＤを変更するための前記手段が、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サ
ブフレームの前記第２の制御領域の前記一部分のための前記ＰＳＤを増加させるための手
段をさらに備える［Ｃ１２］に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢがマクロセルであり、前記第２の電力クラスｅＮｏ
ｄｅＢがピコセルである［Ｃ１２］に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢがフェムトセルであり、前記第２の電力クラスｅＮ
ｏｄｅＢがピコセルまたはマクロセルのいずれかである［Ｃ１２］に記載の装置。
［Ｃ２３］
　非変更のパワースペクトル密度（ＰＳＤ）を使用した第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの
サブフレームにおける第１の制御領域での制御情報の第１のインスタンスの送信が第２の
電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームにおける第２の制御領域での制御情報の第２のイ
ンスタンスの送信への閾値を上回る干渉をもたらすことを決定し、
　前記第１の電力クラスまたは第２の電力クラスのｅＮｏｄｅＢのうちの少なくとも一方
の前記サブフレームのうちの少なくとも１つの前記第１または第２の制御領域のうちの少
なくとも一方の一部分のための前記ＰＳＤを変更し、
　制御情報の前記第１のインスタンスの前記一部分のための前記変更されたＰＳＤを使用
して、前記制御領域の間に制御情報の前記第１のインスタンスを送信する
　ためのコードを備えるコンピュータ可読媒体
　を備えるコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２４］
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームが単一周波数ネットワーク上の
マルチメヂア放送（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであり、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅ
Ｂの前記サブフレームが非ＭＢＳＦＮサブフレームである［Ｃ２３］に記載のコンピュー
タプログラム製品。
［Ｃ２５］
　前記コンピュータ可読媒体が、前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレーム
の前記第１の制御領域の前記一部分のための前記ＰＳＤを低減するためのコードをさらに
備える［Ｃ２３］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２６］
　前記コンピュータ可読媒体が、
　前記制御領域の間に送信に予定された１つまたは複数のチャネルのための前記ＰＳＤを
低減するためのコードであって、前記１つまたは複数のチャネルが、共通基準信号（ＣＲ
Ｓ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ハイブリッド
ＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、または物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐ
ＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つを備える、コード
　をさらに備える［Ｃ２５］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２７］
　前記コンピュータ可読媒体が、
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　結果として前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームへの干渉をもたらす
前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレーム以外のサブフレームの制御チャネ
ル情報の送信を予定するためのコードをさらに備える
　［Ｃ２５］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２８］
　前記コンピュータ可読媒体が、
　複数のサブフレームのうちのどの１つまたは複数が前記変更されたＰＳＤを使用して送
信されるかを示すメッセージを送信するためのコードであって、前記メッセージが、前記
第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢによってサービス提供される前記第２の電力クラスｅＮｏ
ｄｅＢまたは１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のうちの少なくとも一方に送信される
、コード
　をさらに備える［Ｃ２３］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２９］
　前記コンピュータ可読媒体が、
　１つまたは複数の他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢからの送信が前記第２の電力クラ
スｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームにおける前記第２の制御領域での制御情報の前記第２
のインスタンスの前記送信への前記閾値を上回る干渉をもたらすことを決定し、
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの間に、前記１つまたは複数の
他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのうちの少なくとも１つに対応するサブフレームの送
信の前記ＰＳＤを変更させる
　ためのコードをさらに備える［Ｃ２３］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３０］
　前記１つまたは複数の他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのうちの前記少なくとも１つ
が、前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢによって使用されるものとは異なるＰＳＤ変更値
を使用して前記対応するサブフレームの前記ＰＳＤを変更する［Ｃ２９］に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
［Ｃ３１］
　前記コンピュータ可読媒体が、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレーム
の前記第２の制御領域の前記一部分のための前記ＰＳＤを増加させるためのコードをさら
に備える［Ｃ２３］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３２］
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢがマクロセルであり、前記第２の電力クラスｅＮｏ
ｄｅＢがピコセルである［Ｃ２３］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３３］
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢがフェムトセルであり、前記第２の電力クラスｅＮ
ｏｄｅＢがピコセルまたはマクロセルのいずれかである［Ｃ２３］に記載のコンピュータ
プログラム製品。
［Ｃ３４］
　非変更のパワースペクトル密度（ＰＳＤ）を使用した第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの
サブフレームにおける第１の制御領域での制御情報の第１のインスタンスの送信が第２の
電力クラスｅＮｏｄｅＢのサブフレームにおける第２の制御領域での制御情報の第２のイ
ンスタンスの送信への閾値を上回る干渉をもたらすことを決定し、
　前記第１の電力クラスまたは第２の電力クラスのｅＮｏｄｅＢのうちの少なくとも一方
の前記サブフレームのうちの少なくとも１つの前記第１または第２の制御領域のうちの少
なくとも一方の一部分のためのＰＳＤを変更し、
　制御情報の前記第１のインスタンスの前記一部分のための前記変更されたＰＳＤを使用
して、前記制御領域の間に制御情報の前記第１のインスタンスを送信する
　ように構成された処理システム
　を備えるワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ３５］
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　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームがマルチキャスト放送単一周波
数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであり、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢ
の前記サブフレームが非ＭＢＳＦＮサブフレームである［Ｃ３４］に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記処理システムが、前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの前記第
１の制御領域の前記一部分のための前記ＰＳＤを低減するようにさらに構成されている［
Ｃ３４］に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記処理システムが、
　前記制御領域の間に送信に予定された１つまたは複数のチャネルのための前記ＰＳＤを
低減するようにさらに構成され、前記１つまたは複数のチャネルが、共通基準信号（ＣＲ
Ｓ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ハイブリッド
ＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、または物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐ
ＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つを備える
　［Ｃ３６］に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記処理システムが、
　結果として前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームへの干渉をもたらす
前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレーム以外のサブフレームの制御チャネ
ル情報の送信を予定するようにさらに構成される
　［Ｃ３６］に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記処理システムが、
　複数のサブフレームのうちのどの１つまたは複数が前記変更されたＰＳＤを使用して送
信されるかを示すメッセージを送信するようにさらに構成され、前記メッセージが、前記
第２の電力クラスｅＮｏｄｅＢによってサービス提供される前記第２の電力クラスｅＮｏ
ｄｅＢまたは１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のうちの少なくとも一方に送信される
　［Ｃ３４］に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記処理システムが、
　１つまたは複数の他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢからの送信が前記第２の電力クラ
スｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームにおける前記第２の制御領域での制御情報の前記第２
のインスタンスの前記送信への前記閾値を上回る干渉をもたらすことを決定し、
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢの前記サブフレームの間に、前記１つまたは複数の
他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのうちの少なくとも１つに対応するサブフレームの送
信の前記ＰＳＤを変更させる
　ようにさらに構成されている［Ｃ３４］に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記１つまたは複数の他の第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢのうちの前記少なくとも１つ
が、前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢによって使用されるものとは異なるＰＳＤ変更値
を使用して前記対応するサブフレームの前記ＰＳＤを変更する［Ｃ４０］に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記ＰＳＤを変更するために、前記処理システムが、前記第２の電力クラスｅＮｏｄｅ
Ｂの前記サブフレームの前記第２の制御領域の前記一部分のための前記ＰＳＤを増加させ
るように構成されている［Ｃ３４］に記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢがマクロセルであり、前記第２の電力クラスｅＮｏ
ｄｅＢがピコセルである［Ｃ３４］に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記第１の電力クラスｅＮｏｄｅＢがフェムトセルであり、前記第２の電力クラスｅＮ
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ｏｄｅＢがピコセルまたはマクロセルのいずれかである［Ｃ３４］に記載の装置。
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